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宋盲犬官金宋天倉百百月大乗天骨天倉官金宋克

清森千福
水川粟島

良吉義啓
治彦治一

【
本
部
行
事
】

6
月
7
日
(
金
)
　
6
月
役
員
会

【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
行
事
】

5
月
1
日
(
水
)

5
月
8
日
(
水
)

6
月
5
日
(
水
)

6
月
1
 
2
日
(
水
)

【
ク
ラ
ブ
行
事
】

●
5
月

「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

ぬ
り
絵
慰
問

「
神
奈
川
苑
」
　
　
　
書
道
慰
問

「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」

ぬ
り
絵
慰
問

「
神
奈
川
苑
」

書
道
慰
問

将
棋
同
好
会

囲
碁
同
好
会

俳
句
会

園
芸
ク
ラ
ブ

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

T
G
会

お
お
と
り
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

将
棋
同
好
会

園
芸
ク
ラ
ブ

カ
ラ
オ
ケ
同
好
会

T
G
会

囲
碁
同
好
会

俳
句
会

お
お
と
り
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会

ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ

グ
ル
メ
ク
ラ
ブ

◎
6
月
役
員
会

と
　
き
　
6
月
7
日
(
金
)
1
 
5
時
~
1
 
7
時

と
こ
ろ
　
県
民
セ
ン
タ
ー
　
7
0
9
室

◎
2
月
役
員
会
報
告

●
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
　
別
項
参
照

●
ク
ラ
ブ
交
流
行
事

7
月
の
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
中
止

●
広
報
部
連
絡
事
項

*
5
・
6
月
号
ニ
ュ
ー
ス
の
発
送
　
4
月
2
4
日
(
水
)

*
7
・
8
月
号
ニ
ュ
ー
ス
原
稿
　
　
5
月
3
 
1
日
〆
切

*
会
員
の
ひ
ろ
ば
担
当

7
・
8
月
号
　
お
お
と
り
会
　
　
5
月
3
 
1
日
〆
切

9
・
叩
月
号
　
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
　
7
月
3
1
日
〆
切

●
会
計
部
報
告

*
年
会
費
未
納
者
は
速
や
か
に
納
入
さ
れ
た
い
。

*
会
計
年
度
の
変
更
に
伴
い
、
新
入
会
員
の
会
費
は

左
記
の
取
扱
い
と
す
る
。

1
~
6
月
入
会
は
　
全
額

6
~
9
月
入
会
は
　
半
額

1
0
~
1
2
月
入
会
は
　
翌
年
度
年
会
費
の
先
払
い

●
事
務
局
報
告

*
定
期
総
会
実
施
報
告
は
別
項
参
照
。

*
総
会
参
加
者
が
少
な
く
今
後
の
総
会
の
あ
り
方
に

つ
い
て
検
討
し
、
書
面
決
議
に
し
て
は
と
の
意
見

も
あ
り
、
さ
ら
に
検
討
を
続
け
る
こ
と
と
し
た
。

*
定
期
総
会
時
の
質
問
に
対
し
検
討

①
一
般
の
方
の
表
彰
に
関
し
て
…
:
内
規
で
1
0
年

で
1
回
各
ク
ラ
ブ
か
ら
推
薦
し
表
彰
し
て
い
る
。

今
回
提
案
が
あ
っ
た
該
当
ク
ラ
ブ
に
て
検
討
す
る

こ
と
と
し
た
。

②
施
設
見
学
会
に
関
し
て
…
:
今
年
度
は
横
浜
博

物
館
を
予
定
し
て
い
る
。

③
会
計
業
務
の
負
担
…
:
ク
ラ
ブ
か
ら
の
新
役
員

の
派
遣
が
な
い
の
が
問
題
で
あ
り
、
各
ク
ラ
ブ
で

検
討
し
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
た
。

④
会
員
紹
介
の
謝
礼
…
‥
昨
年
の
総
会
で
否
決
さ

れ
て
お
り
、
現
状
の
内
規
通
り
と
す
る
。

◎
会
員
の
異
動

入
会
者
〔
1
2
8
0
〕
小
沢
さ
ち
こ
　
カ
ラ
オ
ケ

紹
介
者
〔
1
1
6
6
〕
木
原
イ
サ

入
会
者
〔
1
2
8
1
〕
箱
石
秋
子
　
カ
ラ
オ
ケ

紹
介
者
　
チ
ラ
シ
に
よ
る

退
会
者
〔
1
2
4
2
〕
富
永
孝
子
　
自
己
都
合

退
会
者
〔
1
2
1
3
〕
竹
花
敏
夫
　
自
己
都
合

退
会
者
〔
0
8
0
1
〕
加
藤
靖
之
　
自
己
都
合

会
員
総
数
　
(
4
月
1
日
現
在
)
　
1
1
0
名

(
内
訳
　
男
性
6
7
名
、
女
性
4
3
名
)

一
般
会
員
5
6
名
(
夫
婦
会
員
2
組
含
む
)
、

デ
ジ
タ
ル
会
員
5
4
名
(
夫
婦
会
員
3
組
含
む
)

(
事
務
局
)

◎
第
5
 
1
回
定
期
総
会
実
施
報
告

日
時
　
3
月
2
1
日
(
木
)
　
1
0
時
0
0
分
~
1
1
時
0
0
分

場
所
　
県
民
セ
ン
タ
ー
　
1
5
0
1
号
室

早
川
事
務
局
長
代
理
の
司
会
で
開
会
の
言
葉
か
ら

始
ま
り
、
会
員
物
故
者
に
対
し
黙
祷
を
実
施
し
た
。

清
水
会
長
の
挨
拶
に
続
き
、
2
0
年
永
年
賞
を
村
松
威

人
民
に
、
本
部
役
員
を
6
年
間
務
め
た
と
い
う
功
労

賞
を
高
橋
清
二
、
石
井
博
子
、
小
野
隆
範
各
氏
に
授

与
致
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
議
長
の
選
出
に
入
り
、

笹
島
延
定
氏
が
推
薦
さ
れ
満
場
一
致
で
選
出
さ
れ
た
。

議
長
は
出
席
者
1
 
8
名
を
確
認
し
、
議
事
に
入
っ
た
。

令
和
5
年
度
活
動
報
告
、
一
般
会
計
決
算
報
告
・

5
0
周
年
記
念
特
別
会
計
決
算
報
告
及
び
監
査
報
告
、

令
和
6
年
度
事
業
計
画
案
、
会
則
改
定
案
、
令
和
6

年
度
一
般
会
計
予
算
案
の
審
議
採
決
の
後
、
令
和
6

年
度
役
員
選
出
案
が
提
案
さ
れ
、
全
て
の
議
案
は
原

案
通
り
拍
手
を
持
っ
て
承
認
さ
れ
た
。

新
任
役
員
広
報
部
幹
事
〔
1
1
7
1
〕
寺
澤
賢
治
氏

新
任
役
員
事
務
局
幹
事
〔
1
2
2
4
〕
佐
藤
安
男
氏

退
任
役
員
事
務
局
幹
事
〔
1
1
8
6
〕
福
島
啓
一
氏

退
任
役
員
の
方
に
は
、
在
任
中
の
ご
尽
力
に
謝
意

を
表
し
ま
す
。

総
会
時
の
質
問
と
し
て
は
、
①
一
般
会
員
の
方
の

表
彰
に
関
し
て
②
施
設
見
学
会
に
関
し
て
③
退
会
の

理
由
④
会
計
業
務
の
負
担
⑤
会
員
紹
介
の
謝
礼
な
ど

が
あ
り
、
会
長
・
事
務
局
長
か
ら
回
答
し
た
。
内
容

に
つ
い
て
は
役
員
会
で
も
検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。

最
後
に
清
水
会
長
か
ら
令
和
6
年
度
新
役
員
の
紹
介

を
行
い
、
閉
会
し
た
。
　
　
　
　
　
　
(
事
務
局
)

《
年
会
費
及
び
寄
付
金
受
取
状
況
)

●
左
記
の
皆
様
か
ら
年
会
費
を
受
領
し
ま
し
た
。

(
3
月
2
 
1
日
現
在
、
敬
称
略
)

一
般
会
員
(
3
5
名
)

漣
井
、
神
田
、
高
橋
達
弥
、
渡
井
、
打
木
、

村
松
、
高
山
、
上
田
、
藤
本
、
高
橋
恵
津
子
、

佐
上
、
石
本
、
細
野
、
渡
部
、
長
谷
川
、

村
松
、
青
柳
、
片
山
、
斎
藤
春
美
、
波
賀
野
、

湯
原
、
福
島
、
山
崎
、
関
口
、
小
倉
、

佐
藤
安
男
、
藤
平
、
須
賀
、
森
岡
、
橘
、
中
永
、

安
保
、
重
永
、
相
墨
、
岡
本

夫
婦
一
般
会
員
(
4
名
)

永
井
正
敏
・
久
美
子
、
渡
邁
嘉
道
・
美
智
子

デ
ジ
タ
ル
会
員
(
3
8
名
)

千
葉
、
鈴
木
圭
司
、
田
上
、
鶴
田
、
森
川
和
子
、

森
川
吉
彦
、
枝
野
余
志
雄
、
枝
野
佐
智
子
、

高
橋
清
二
、
荒
木
、
清
水
、
武
田
、
武
藤
、

石
井
博
子
、
米
田
、
大
津
、
石
井
清
衛
、

坂
入
、
寺
澤
、
高
橋
厚
子
、
笹
島
、
小
野
、

横
山
一
紀
、
牧
浦
、
吉
田
、
早
川
、
有
山
、

岡
田
、
中
野
、
上
遠
野
、
木
原
、
寺
田
、
宮
崎
、

畑
、
山
中
、
鈴
木
浩
、
田
中
、
箱
石

●
左
記
の
方
か
ら
寄
付
金
を
頂
き
ま
し
た
。
大
切
に

使
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。
(
3
月
2
1
日
現
在
、
1
9
名
、

敬
称
略
)

佐
上
　
倫
子
、

藤
平
　
洋
子
、

鈴
木
　
圭
司
、

高
橋
　
清
二
、

長
谷
川
整
司
、

永
井
　
正
敏
、

鶴
田
千
童
子
、

荒
木
　
貞
臣
、
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り

健　秋和羅
樹

健秋を和羅

武
藤
　
彦
治
、
石
井
　
博
子
、
坂
入

高
橋
　
厚
子
、
小
野
　
隆
範
、
早
川

上
遠
野
和
枝

(
寄
付
金
合
計
　
5
9
、
0
0
0
円
)

(
会
計
部
)

◎
使
用
済
切
手
の
寄
託
(
敬
称
略
)

切
　
手
　
6
 
9
枚

会
　
員
　
清
水
良
治

今
月
も
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◎
5
・
6
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

O
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」
5
月
1
日
(
水
)

1
 
0
時
0
0
分
現
地
集
合
　
ぬ
り
絵
慰
問

O
「
神
奈
川
苑
」
5
月
8
日
(
水
)

午
後
2
時
現
地
集
合
　
書
道
慰
問

O
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ
谷
」
6
月
5
日
(
水
)

1
 
0
時
0
0
分
現
地
集
合
　
ぬ
り
絵
慰
問

O
「
神
奈
川
苑
」
6
月
1
 
2
日
(
水
)

午
後
2
時
現
地
集
合
　
書
道
慰
問

◎
2
"
3
月
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
施
報
告

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
ニ
ュ
ー
バ
ー
ド
獅
子
ヶ

谷
」
　
ぬ
り
絵
慰
問

・
2
月
7
日
　
(
水
)

当
方
　
石
本
、
細
野
、
千
葉
3
名

先
方
　
参
加
者
8
名

・
3
月
6
日
　
(
水
)

当
方
　
石
本
、
細
野
、
千
葉
3
名

先
方
　
参
加
者
9
名

○
介
護
老
人
保
健
施
設
「
神
奈
川
苑
」
　
書
道
慰
問

・
2
月
1
 
4
日
(
水
)

当
方
　
石
本
、
細
野
、
清
水
3
名

先
方
　
参
加
者
1
5
名

・
3
月
1
 
3
日
(
水
)

当
方
　
石
本
、
細
野
、
清
水
3
名

先
方
　
参
加
者
1
6
名

◎
将
棋
同
好
会
(
第
3
2
8
回
、
3
2
9
回
)

と
　
き
　
5
月
6
日
　
(
月
)
　
1
3
時
~
1
 
7
時

6
月
3
日
(
月
)
　
1
 
3
時
~
1
 
7
時

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館
2
階

(
相
鉄
線
天
王
町
駅
か
ら
徒
歩
5
分
)

◆
千
葉
　
義
治
　
密
0
4
5
(
9
1
2
)
　
0
5
4
9

◎
囲
碁
同
好
会
(
第
3
9
9
回
、
4
〇
〇
回
)

と
　
き
　
5
月
9
日
　
(
木
)
　
1
2
時
~
1
 
7
時

6
月
1
3
日
　
(
木
)
　
1
 
2
時
~
1
7
時

と
こ
ろ
　
西
地
区
セ
ン
タ
ー
工
芸
室

横
浜
市
西
区
岡
野
1
丁
目
6
の
4
 
1

傘
0
4
5
　
(
3
1
4
)
　
7
7
3
4

コ
メ
ン
ト
　
新
入
会
員
歓
迎
い
た
し
ま
す
。
体
験
入

会
出
来
ま
す
(
気
軽
に
ど
う
ぞ
)
。

楽
し
い
囲
碁
対
局
の
後
は
、
希
望
者
の
み
懇
親
会

を
し
て
い
ま
す
。
R
6
年
は
囲
碁
対
局
成
績
表
を

基
に
楽
し
く
対
局
し
て
お
り
ま
す
。

◆
早
川
　
英
雄
　
蜜
0
4
5
　
(
7
2
1
)

◎
俳
句
会
(
第
5
1
8
回
、
5
1
9
回
)

2

5

1

2

と
　
き
　
5
月
1
 
0
日
(
金
)
1
3
時
~
1
 
7
時

6
月
1
4
日
(
金
)
1
 
3
時
~
1
 
7
時

と
こ
ろ
　
か
な
が
わ
県
民
セ
ン
タ
ー

5
月
‥
7
0
2
号
、
6
月
‥
7
0
3
号
室

投
　
句
　
兼
題
(
5
月
)
　
「
五
月
」
　
　
1
句

兼
題
(
6
月
)
　
「
梅
雨
寒
」
　
1
句

当
季
雑
詠
　
　
　
　
　
　
各
4
句

投
句
は
、
小
野
隆
範
さ
ん
へ
お
送
り
下
さ
い
。

◇
令
和
6
年
2
月
例
会
作
品

園

丁

の

鋏

の

動

き

春

立

て

寒
餅
を
包
む
地
方
紙
和
む
記
事

手

渡

し

に

貰

ふ

郵

便

冬

の

虹

見
送
り
は
山
茶
花
の
散
る
さ
か
り
な
り

黄
水
仙
香
に
さ
そ
ば
れ
て
知
ら
ぬ
道

世
の
鬱
を
噛
む
音
乾
く
寒
の
餅

故
郷
の
た
す
き
繋
ぐ
や
冬
の
安
芸
　
し
ょ
ー
凄
く

ビ
ニ
ー
ル
傘
ば
さ
り
と
畳
む
春
の
雪
　
か
ほ
る

寒
餅
や
太
鼓
の
部
活
始
ま
り
ぬ
　
よ
し
子

(
後
ろ
の
2
句
は
、
入
会
予
定
者
の
秀
句
で
す
)

◇
令
和
6
年
3
月
例
会
作
品

も
の
の
芽
の
土
手
に
遍
く
日
の
匂
ひ

土
筆
摘
む
あ
り
き
た
り
の
日
遠
く
な
り

啓
蟄
や
遠
巻
き
に
聴
く
街
ピ
ア
ノ

信
濃
路
の
郷
は
丸
ご
と
花
あ
ん
ず

拒
㌍
来
て
菜
の
花
の
黄
風
に
な
り

一
本
　
の
　
先
に
一
輪
春
は
先

深
山
の
色
濃
く
な
り
て
魚
は
氷
に
　
茂
　
樹

◆
小
野
　
隆
範
　
瑠
0
9
0
(
2
5
3
4
)
2
9
5
9

◎
園
芸
ク
ラ
ブ
　
(
第
5
5
3
回
)

「
県
立
相
模
原
公
園
観
賞
と
散
策
」

と
　
き
　
5
月
1
 
2
日
(
日
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
朝
8
時
0
0
分

ま
で
に
世
話
人
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
0
0
分

小
田
急
線
相
模
大
野
駅
中
央
改
札
口

参
加
費
　
1
0
〇
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
2
0
0
円
)

持
ち
物
　
弁
半
飲
み
物
、
敷
物
等

コ
メ
ン
ト
　
昨
年
6
月
計
画
の
コ
ー
ス
が
雨
で
中
止

し
た
た
め
、
再
度
計
画
し
ま
し
た
。

相
模
大
野
駅
か
ら
女
子
美
術
大
学
行
の
バ
ス
で
総

合
体
育
館
前
で
下
車
。
最
初
に
市
立
「
相
模
原
麻

溝
公
園
」
に
向
か
い
ま
す
。
そ
の
後
「
相
模
原
公

園
」
　
に
移
動
し
、
あ
と
散
策
路
を
経
て
　
「
大
温

室」　へ。

◆
佐
上
　
倫
子
　
魯
0
9
0
(
4
1
2
1
)
3
9
9
9

田
上
　
秀
雄
　
醤
0
9
0
(
4
7
1
2
)
2
9
9
4

◎
園
芸
ク
ラ
ブ
　
(
第
5
5
4
回
)

「
港
の
見
え
る
丘
公
園
、
バ
ラ
観
賞
」

と
　
き
　
6
月
9
日
　
(
日
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
朝
8
時
3
0
分

ま
で
に
世
話
人
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
0
0
分

J
R
石
川
町
駅
元
町
口
　
(
南
口
)
改
札
前

申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
1
0
〇
円
(
ク
ラ
ブ
員
外
2
0
0
円
)

持
ち
物
　
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
等

コ
メ
ン
ト
　
港
の
見
え
る
丘
公
園
に
は
横
浜
市
の
バ

ラ
園
が
あ
り
、
丁
度
バ
ラ
の
時
期
で
も
あ
り
、
多

程
多
様
な
花
が
楽
し
め
る
と
思
い
ま
す
。
山
手
通

り
を
散
策
し
な
が
ら
山
下
公
園
ま
で
歩
き
ま
す
。

◆
石
井
　
博
子
　
谷
0
9
0
(
2
3
3
1
)
7
2
7
6

石
本
　
零
美
　
智
0
9
0
(
7
1
7
0
)
8
6
2
1

◎
カ
ラ
オ
ケ
同
好
会
(
第
3
4
5
回
、
3
4
6
回
)

と
　
き
　
5
月
1
 
3
日
　
(
月
)
　
1
 
2
時
~
1
 
6
時

6
月
1
0
日
　
(
月
)
1
 
2
時
~
碕
時

と
こ
ろ
　
神
戸
町
東
部
町
内
会
館
2
階

(
相
鉄
線
天
王
町
駅
下
車
)

会
　
費
　
8
〇
〇
円

コ
メ
ン
ト
　
カ
ラ
オ
ケ
が
大
好
き
な
方
の
入
会
を
お

待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。

◆
武
藤
　
彦
治
　
傘
0
8
0
(
5
0
8
6
)
3
3
9
4

高
橋
　
清
二
　
谷
0
9
0
(
5
4
4
9
)
5
1
4
1

◎
丁
G
会
(
第
4
2
6
回
)

と
　
き
　
5
月
1
 
4
日
　
(
火
)
　
8
時
4
8
分
イ
ン

と
こ
ろ
　
小
田
原
湯
本
カ
ン
ト
リ
ー
　
3
組

〒

2

5

0

I

O

3

⊥

l

神
奈
川
県
足
柄
下
郡
箱
根
町
湯
本
3
9
0
の
3
7

傘
0
4
6
0
　
(
8
5
)
　
5
7
4
3

ク
ラ
ブ
バ
ス
　
箱
根
湯
本
駅
・
7
時
4
5
分

プ
レ
ー
費
　
1
4
、
2
0
〇
円
(
昼
食
、
税
込
)

申
込
期
限
　
4
月
0
0
日
　
(
火
)

コ
メ
ン
ト
　
年
末
は
濃
霧
、
3
月
は
雨
で
2
回
中
止

と
な
る
。
五
月
晴
れ
の
中
、
雄
大
な
箱
根
連
山
を

背
景
に
、
ゴ
ル
フ
を
満
喫
し
ま
す
。

◆
渡
部
　
晃
二
　
傘
0
8
0
(
5
0
1
3
)
0
4
6
3

米
田
　
括
己
　
密
0
9
0
(
了
3
了
3
)
6
5
9
0



ていけんニュース　　　　　　令和6年5.6月〔第556号〕

◎
丁
G
会
(
第
4
2
7
回
)

と
　
き
　
6
月
日
日
　
(
火
)
　
8
時
6
分
　
ア
ウ
ト

と
こ
ろ
　
小
田
原
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
松
田
コ
ー
ス
3
組

〒

2

5

7

-

0

0

2

7

神
奈
川
県
足
柄
上
郡
松
田
町
寄
3
2
1

谷
0
4
6
5
　
(
8
3
)
　
2
1
1
1

ク
ラ
ブ
バ
ス
　
小
田
急
線
新
松
田
駅
7
時
　
駅
前
通

り
左
方
向
約
1
○
○
m
の
地
点
　
1
 
5
~
2
0
分

プ
レ
ー
費
　
9
、
9
9
0
円
(
食
事
付
き
)

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
8
0
0
円
含
む

ロ
ッ
カ
ー
費
　
別
途
3
3
〇
円

コ
メ
ン
ト
　
シ
ョ
ー
ト
ホ
ー
ル
が
5
ヶ
所
あ
る
が

ニ
ア
ピ
ン
は
4
ヶ
所
と
す
る
(
u
番
は
含
ま
ず
)
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
に
は
十
分
に
気
を
付

け
て
下
さ
い
。

申
込
期
限
　
5
月
1
 
9
日
　
(
日
)

◆
寺
澤
　
賢
治
　
谷
0
9
0
(
8
4
3
9
)
1
1
2
3

小
林
　
成
之
　
谷
0
9
0
(
1
6
1
7
)
6
6
1
8

◎
お
お
と
り
会
(
第
5
8
「
回
、
5
8
2
回
)

と
　
き
　
5
月
1
 
9
日
　
(
日
)

6
月
1
 
6
日
　
(
日
)

5
月
は
、
定
例
会
前
に
2
0
2
4
年
度
総
会
(
お

弁
当
付
き
)
を
実
施
し
ま
す
。
集
合
時
間
は
い
つ

も
通
り
1
0
時
よ
り
日
時
1
0
分
迄
で
す
。
な
お
欠
席

の
場
合
は
、
世
話
人
へ
必
ず
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

と
こ
ろ
　
麻
雀
サ
ロ
ン
　
「
シ
ル
バ
ー
」

傘
0
4
5
　
(
3
1
4
)
　
0
7
0
4

会
　
費
　
2
0
0
〇
円

○
例
会
成
績
(
2
月
:
・
上
段
、
3
月
…
下
段
)

出
席
者
　
　
2
月
…
2
8
名
、
3
月
…
2
8
名

◆
優
　
勝
　
田
代
啓
子
・
田
代
啓
子

◆
準
優
勝
　
菊
池
紀
美
子
・
島
津
富
弥

◆
3
　
位
　
大
津
邦
子
・
山
懸
富
士
雄

◆
コ
ン
ド
ル
賞
　
青
柳
静
雄
・
安
武
虎
比
古

◆
B
B
賞
　
横
山
一
紀
・
渡
邁
嘉
道

◆
大
風
賞
　
渡
邁
美
智
子
・
関
口
孝
二

◆
役
滞
貨
　
な
し

◆
田
代
　
啓
子
　
密
0
4
5
　
(
2
6
2
)
　
1
5
8
3

山
懸
富
士
雄
　
密
0
9
0
(
5
8
1
2
)
5
5
1
6

◎
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
(
第
2
1
9
回
、
2
2
〇
回
)

と
　
き
　
5
月
2
1
日
　
(
火
)
　
1
 
3
時

6
月
1
 
8
日
　
(
火
)
　
1
 
3
時

ゲ
ー
ム
開
始
　
1
 
3
時
0
0
分

と
こ
ろ
　
湘
南
と
う
き
ゆ
う
ボ
ウ
ル

藤
沢
市
遠
藤
滝
の
沢
6
9
8
-
的

魯
0
4
6
6
　
(
8
6
)
　
3
9
3
1

会
　
費
　
2
0
0
0
円
(
貸
靴
は
3
5
〇
円
で
す
)

コ
メ
ン
ト
　
5
月
の
ゲ
ー
ム
終
了
後
、
1
~
4
月
の

成
績
表
彰
を
行
い
ま
す
。

◆
千
葉
　
義
治
　
傘
0
4
5
　
(
9
1
2
)
　
0
5
4
9

◎
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
(
第
1
 
3
回
)
　
「
和
食
料
理
」

と
　
き
　
5
月
2
3
日
　
(
木
)

集
　
合
　
午
前
1
 
1
時
1
 
5
分
　
(
会
食
は
1
 
1
時
0
0
分
)

横
浜
駅
東
口
そ
ご
う
時
計
台
前

と
こ
ろ
　
「
響
横
浜
ス
カ
イ
ビ
ル
店
」

密
0
4
5
　
(
5
9
4
)
　
8
6
2
0

予
　
算
　
3
2
〇
〇
円
　
追
加
飲
み
物
は
別
途
料
金

コ
メ
ン
ト
　
鎌
倉
・
湘
南
育
ち
の
野
菜
や
相
模
湾
で

水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介
類
な
ど
、
地
元
食
材
の
う
ま

み
が
引
き
立
つ
創
作
和
食
が
人
気
を
博
し
て
い
る
。

駅
直
結
、
2
8
F
か
ら
横
浜
の
絶
景
を
見
渡
せ
る

「
響
横
浜
ス
カ
イ
ビ
ル
店
」
　
で
　
「
響
膳
」
　
を
い
た

だ
き
ま
す
。

籠
盛
り
前
菜
六
種
盛
り
と
選
べ
る
メ
イ
ン
料
理
の

贅
沢
ラ
ン
チ
で
す
。

申
　
込
　
4
月
末
ま
で
。
キ
ャ
ン
セ
ル
は
前
々
日
ま

で
、
以
後
は
キ
ャ
ン
セ
ル
費
が
発
生
し
ま
す
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
傘
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

早
川
　
英
雄
　
谷
0
9
0
(
4
0
1
1
)
1
1
5
5

高
橋
　
厚
子
　
谷
0
9
0
(
了
2
1
8
)
7
8
1
0

◎
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
　
(
第
1
 
4
回
)
　
「
海
軍
カ
レ
ー
」

と
　
き
　
6
月
2
7
日
　
(
木
)

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時
5
0
分
　
(
会
食
は
n
時
)

京
浜
急
行
　
横
須
賀
中
央
駅
　
東
口

と
こ
ろ
　
「
横
須
賀
海
軍
カ
レ
ー
本
舗
」

蜜
0
4
6
　
(
8
2
9
)
　
1
2
2
9

予
　
算
　
2
0
0
〇
円

コ
メ
ン
ト
　
今
回
は
横
須
賀
ご
当
地
グ
ル
メ
　
「
海
軍

カ
レ
ー
」
を
計
画
し
ま
し
た
。
海
上
自
衛
隊
で
は
、

長
い
海
上
勤
務
で
景
色
も
変
わ
ら
ず
曜
日
感
覚
が

な
く
な
る
の
を
防
ぐ
為
、
今
で
も
毎
週
金
曜
日
に

カ
レ
ー
が
食
べ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
カ
レ
ー
、

サ
ラ
ダ
、
牛
乳
の
定
番
メ
ニ
ユ
1
で
す
。

た
ま
に
は
皆
さ
ん
も
海
軍
の
町
横
須
賀
で
カ
レ
ー

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
予
約
の
関
係
で
n
時
ス

タ
ー
ト
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
　
込
　
5
月
末
ま
で
。

◆
高
橋
　
厚
子
　
往
0
9
0
(
7
2
1
8
)
了
8
1
0

荒
木
　
貞
臣
　
谷
0
8
0
(
5
0
2
2
)
了
5
6
8

早
川
　
英
雄
　
猛
0
9
0
(
4
0
1
1
)
1
1
5
5

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
(
第
3
1
1
回
)

「
生
田
緑
地
の
バ
ラ
」

と
　
き
　
5
月
2
8
日
(
火
)
雨
天
中
止

天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
、
朝
了
時
ま
で

に
世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
1
 
0
時

小
田
急
線
向
ヶ
丘
遊
園
駅
前
改
札

コ
ー
ス
　
向
ヶ
丘
遊
園
駅
↓
生
田
緑
地
↓
民
家

園
↓
野
鳥
の
森
-
バ
ラ
苑
-
向
ヶ
丘
遊
園
駅

歩
　
程
　
1
0
0
○
○
歩

難
易
度
　
弱
の
上
　
　
申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
2
0
0
円
　
(
会
員
外
3
0
0
円
)

持
ち
物
　
昼
食
・
飲
み
物
・
雨
具
等

コ
メ
ン
ト
　
久
し
ぶ
り
に
民
家
園
を
見
て
か
ら
、
野

鳥
の
森
を
経
由
し
バ
ラ
苑
を
散
策
し
ま
す
。
バ
ラ

苑
に
入
る
と
疲
れ
も
吹
っ
飛
ぶ
ほ
ど
で
、
バ
ラ
6

2
5
種
も
が
咲
き
誇
っ
て
、
と
て
も
綺
麗
で
す
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
瑠
0
8
0
(
5
0
2
2
)
了
5
6
8

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
　
(
第
3
1
2
回
)

「
横
浜
ベ
イ
ブ
リ
ッ
ジ
ス
カ
イ
ウ
オ
ー
ク
」

と
　
き
　
6
月
2
3
日
(
日
)
雨
天
中
止

ス
カ
イ
ウ
オ
ー
ク
の
開
放
日
は
土
・
日
・
祭
日
の

み
の
為
、
通
常
の
火
曜
日
か
ら
日
曜
日
に
変
更
し

ま
し
た
。
天
候
が
は
っ
き
り
し
な
い
場
合
は
朝
7

時
ま
で
に
世
話
人
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

集
　
合
　
午
前
9
時
4
5
分
　
J
R
鶴
見
駅
東
口
改
札

バ
ス
停
6
番
乗
り
場
か
ら
1
 
0
特
発
で
す
。

コ
ー
ス
　
鶴
見
駅
前
↓
大
黒
海
づ
り
公
園
↓
ス
カ

イ
ウ
オ
ー
ク
ー
大
黒
ふ
頭
↓
鶴
見
駅
前

歩
　
程
　
1
0
0
0
0
歩

難
易
度
　
弱
　
　
申
込
み
　
不
要

参
加
費
　
2
0
0
円
　
(
会
員
外
3
0
0
円
)

持
ち
物
　
昼
食
・
飲
み
物
・
敷
物
・
雨
具
等

コ
メ
ン
ト
　
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
港
湾
物
流

の
様
子
、
新
本
牧
埠
頭
、
及
び
客
船
の
寄
港
時
に

は
迫
力
の
あ
る
ク
ル
ー
ズ
船
を
間
近
に
、
更
に
、

展
望
施
設
「
ス
カ
イ
ラ
ウ
ン
ジ
」
　
で
は
、
新
本
牧

埠
頭
の
役
割
や
海
洋
工
事
の
建
設
技
術
、
環
境
へ

の
取
組
み
な
ど
の
映
像
上
映
や
模
型
展
示
な
ど
。

◆
荒
木
　
貞
臣
　
谷
0
8
0
(
5
0
2
2
)
了
5
6
8

◎
2
月
グ
ル
メ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
自
国
)

令
和
6
年
2
月
2
2
日

横
浜
モ
ア
ー
ズ
8
階
の
　
「
焼
肉
ト
ラ
ジ
」

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、
新
会
員
に
な
ら
れ
た

山
中
夫
人
も
含
め
2
4
名
で
し
た
。
落
ち
着
い
た
雰
囲

気
の
お
店
で
、
お
座
敷
タ
イ
プ
の
半
個
室
席
で
焼
肉

ラ
ン
チ
コ
ー
ス
の
焼
肉
御
膳
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

お
肉
の
質
・
種
類
と
も
に
最
高
。
柔
ら
か
く
て
厚

み
も
あ
っ
て
文
句
な
し
。
お
肉
以
外
の
付
け
合
わ
せ

も
ボ
リ
ュ
ー
ム
満
点
で
、
美
味
し
い
と
富
ん
で
い
た

だ
け
た
よ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。
し
め
に
ア
イ
ス
も

い
た
だ
い
て
完
璧
な
ラ
ン
チ
で
し
た
。

そ
の
後
、
散
策
を
予
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
雨
の
為

解
散
と
な
り
ま
し
た
。
　
〔
1
1
7
7
〕
高
橋
厚
子

◎
2
月
園
芸
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
5
5
〇
回
)

「
三
浦
海
岸
・
河
津
桜
鑑
賞
」

2
月
2
5
日
　
(
日
)
　
参
加
者
5
名

前
日
の
晴
天
と
う
つ
て
変
っ
て
真
冬
の
よ
う
な
肌
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広清

水
報良

部治

寒
さ
の
中
、
三
浦
海
岸
・
河
津
桜
の
鑑
賞
会
を
実
施

し
ま
し
た
。
三
浦
海
岸
駅
前
に
は
「
桜
ま
つ
り
」
　
の

テ
ン
ト
が
設
置
さ
れ
、
多
く
の
売
店
が
出
て
い
ま
し

た
。
小
雨
が
降
り
出
し
、
そ
れ
で
も
3
連
休
の
最
後

と
あ
っ
て
、
観
光
客
は
駅
前
の
満
開
の
桜
を
バ
ッ
ク

に
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
5
名
で
し
た
が
、
小
松
ケ
池
公
園
を
目
指

し
て
、
京
急
の
沿
線
に
沿
っ
て
桜
の
並
木
を
歩
き
始

め
ま
し
た
。
雨
に
濡
れ
、
桜
の
花
は
色
鮮
や
か
に
咲

き
誇
っ
て
い
ま
し
た
。
晴
れ
て
い
れ
ば
公
園
内
で
お

花
見
の
お
弁
当
を
広
げ
る
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
近
く

の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
花
ま
つ
り
弁

当
等
を
頂
き
、
散
会
し
ま
し
た
。〔

1
1
1
8
〕
　
石
井
博
子

◎
3
月
園
芸
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
(
第
5
5
1
回
)

「
県
立
保
土
ヶ
谷
公
園
梅
林
散
策
」

3
月
1
 
0
日
(
日
)
　
参
加
者
9
名

天
王
町
駅
に
集
合
、
バ
ス
で
保
土
ヶ
谷
公
園
明
神

台
下
車
、
歩
き
始
め
る
。
白
木
蓮
や
ゆ
き
や
な
ぎ
の

咲
く
整
備
さ
れ
た
散
策
道
を
歩
く
。
気
持
ち
が
良
い
。

上
池
の
辺
の
ベ
ン
チ
で
早
め
の
昼
食
を
と
り
、
日
だ

ま
り
の
中
で
ゆ
っ
く
り
休
憩
を
と
る
。
池
に
は
鴨
、

青
鷺
も
見
ら
れ
る
。
子
供
達
が
網
で
何
か
を
と
っ
て

遊
ん
で
い
る
。

梅
園
は
花
の
ピ
ー
ク
は
過
ぎ
て
い
た
が
、
木
の
上

方
は
花
が
残
っ
て
い
た
。
公
園
内
は
広
く
、
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
や
サ
ッ
カ
ー
場
か
ら
は
賑
や
か
な
声
が
聞
え

て
く
る
。
帰
り
は
バ
ス
に
乗
ら
ず
、
終
点
ビ
ジ
ネ
ス

パ
ー
ク
ま
で
坂
道
を
ひ
た
す
ら
下
る
。

昨
日
ま
で
の
寒
さ
と
冷
た
い
風
は
無
く
、
高
く
青

い
空
と
暖
か
い
風
。
ま
さ
し
く
早
春
の
楽
し
い
一
日

を
過
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

〔
1
0
8
0
〕
　
石
本
竃
美

◎
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
実
施
報
告
　
(
第
3
0
8
回
)

「
鎌
倉
干
支
守
り
本
尊
参
り
」

令
和
6
年
2
月
2
7
日
　
(
火
)
　
参
加
者
1
0
名

雲
一
つ
無
い
快
晴
に
恵
ま
れ
ま
し
た
が
、
風
が
強

い
ヰ
鎌
倉
駅
西
口
に
集
合
す
る
。
人
は
生
ま
れ
た
年

に
よ
り
守
り
続
け
て
く
れ
る
仏
様
が
あ
り
二
代
守

り
本
尊
」
と
言
い
ま
す
。
こ
の
守
り
本
尊
を
祀
る
お

寺
に
祈
願
し
、
今
年
の
健
康
と
安
全
を
お
願
い
し
ま

し
た
。
お
参
り
の
コ
ー
ス
は
寿
福
寺
(
普
賢
菩
薩
・

辰
・
巳
)
-
浄
光
寺
(
勢
至
菩
薩
・
午
)
-
本
覚
寺

(
文
殊
菩
薩
・
卯
)
↓
補
陀
落
寺
(
不
動
明
王
・
酉
)

-
千
手
院
(
千
手
観
音
・
子
)
↓
光
明
寺
(
阿
弥
陀

如
来
・
戌
・
亥
)
-
材
木
座
海
岸
(
強
風
の
た
め
海

岸
歩
き
は
中
止
)
-
鎌
倉
海
浜
公
園
(
昼
食
、
総
会
の

実
施
)
-
虚
空
蔵
堂
(
虚
空
蔵
菩
薩
・
丑
・
寅
)
↓

極
楽
寺
(
大
日
如
来
・
未
・
申
)
-
稲
村
ケ
崎
。

稲
村
ケ
崎
駅
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。
材
木
座
海
岸

や
稲
村
ケ
崎
で
は
、
海
と
富
士
山
が
と
て
も
綺
麗
な

景
色
を
堪
能
し
ま
し
た
。

〔
1
0
8
5
〕
荒
木
貞
臣

◆
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
の
国
際
交
流
行
事
に
参
加
し
て

そ
れ
は
戸
塚
区
の
地
区
セ
ン
タ
ー
に
置
か
れ
た
、

て
い
け
ん
の
“
チ
ラ
シ
"
か
ら
始
ま
っ
た
。

昨
年
の
1
2
月
中
旬
、
早
川
事
務
局
長
代
理
宛
に
地

区
セ
ン
タ
ー
の
中
田
さ
ん
か
ら
電
話
が
あ
っ
た
。

「
戸
塚
区
内
で
将
棋
を
や
っ
て
い
る
団
体
・
サ
ー
ク

ル
を
知
り
ま
せ
ん
か
」
と
。
訳
を
聞
く
と
、
横
浜
市

が
後
援
し
て
い
る
横
浜
国
際
交
流
協
会
(
以
下
Y
O

K
E
と
略
す
)
が
在
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
と
毎
月
テ
ー

マ
を
決
め
て
文
化
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
2
月
は

「
将
棋
」
を
取
り
上
げ
た
い
と
の
こ
と
。
早
川
さ
ん

の
頭
に
は
「
て
い
け
ん
将
棋
同
好
会
」
が
閃
め
い
た
。

直
ぐ
清
水
会
長
、
荒
木
事
務
局
長
に
相
談
し
、
前
向

き
に
進
め
て
は
と
の
了
承
を
得
、
私
宛
に
連
絡
が
来

た
。
私
は
中
村
総
一
郎
氏
と
も
相
談
し
、
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

以
後
、
戸
塚
地
区
セ
ン
タ
ー
の
中
田
さ
ん
、
Y
O
K

E
の
杉
本
さ
ん
、
私
と
の
相
談
の
結
果
、
実
施
日
は

2
月
9
日
、
当
方
の
出
席
者
3
名
、
写
真
を
用
意
す

る
、
将
棋
盤
・
駒
を
5
組
準
備
す
る
、
実
施
前
打
ち

合
わ
せ
は
1
月
0
0
日
等
が
決
ま
っ
た
。
将
棋
同
好
会

と
し
て
は
、
参
加
者
は
清
水
、
千
葉
、
鈴
木
浩
　
(
1

月
再
入
会
)
　
の
3
名
、
盤
・
駒
は
同
好
会
か
ら
借
り

る
他
、
個
人
か
ら
も
借
り
る
こ
と
と
し
た
、
打
合
わ

せ
は
パ
シ
フ
イ
コ
横
浜
5
階
で
行
わ
れ
た
。
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
ビ
ル
の
左
手
に
見
え
る
帆
柱
の
形
を
し
た
ビ

ル
で
あ
る
。
若
い
外
国
人
が
沢
山
い
た
。
皆
講
習

会
、
座
談
会
、
勉
強
会
の
よ
う
な
も
の
に
参
加
し
、

熱
気
が
満
ち
溢
れ
て
い
た
。
こ
ち
ら
は
気
後
れ
気
味

だ
っ
た
。
Y
O
K
E
側
の
K
氏
に
も
紹
介
し
て
頂
い

た
。
本
番
に
使
う
部
屋
も
見
せ
て
頂
い
た
。
ウ
ク
ラ

イ
ナ
人
ら
し
い
人
が
沢
山
来
て
い
た
。

2
月
9
日
本
番
の
日
、
我
々
3
名
は
緊
張
し
て
集

ま
っ
た
。
当
日
来
訪
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人
は
4
名

(
男
性
1
、
女
性
3
)
、
通
訳
1
名
(
女
性
)
、
最
初
に

Y
O
K
E
作
成
の
将
棋
の
ス
ラ
イ
ド
に
よ
り
駒
の
動

か
し
方
、
働
き
、
チ
ェ
ス
と
の
違
い
等
の
説
明
が
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
実
際
に
対
局
が
行
わ
れ
た
。
私
の
お
相

手
は
0
0
歳
位
の
男
性
で
、
通
訳
の
話
で
は
チ
ェ
ス
が

出
来
る
と
の
こ
と
。
実
際
に
駒
を
動
か
し
て
み
た
が
、

桂
馬
の
使
い
方
が
上
手
だ
っ
た
　
(
桂
馬
は
チ
ェ
ス
の

ナ
イ
ト
と
似
て
い
る
よ
う
だ
)
。
そ
の
点
を
褒
め
る

と
喜
ん
で
い
た
。
ま
た
、
駒
が
敵
陣
に
入
る
と
〃
成

る
"
と
い
う
こ
と
が
珍
し
い
ら
し
く
て
し
き
り
に
成

り
た
が
っ
た
。
対
局
は
0
0
分
位
で
終
わ
っ
た
。
通
訳

を
介
し
て
の
会
話
が
も
ど
か
し
か
っ
た
が
、
お
互
い

に
初
体
験
で
楽
し
か
っ
た
。

大
騒
ぎ
を
し
た
が
あ
っ
け
な
く
終
わ
っ
た
。
準
備

の
方
が
本
番
の
何
倍
も
時
間
が
掛
か
っ
た
。
私
個
人

と
し
て
は
、
国
際
協
力
に
な
っ
た
の
か
ど
う
か
分
か

ら
な
い
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

今
回
の
こ
と
で
は
っ
き
り
言
え
る
こ
と
は
、
て
い

け
ん
の
　
"
チ
ラ
シ
"
は
あ
ち
こ
ち
で
よ
く
見
ら
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
最
近
の
新
入
会
者
で
は
、

〃
紹
介
者
な
し
、
チ
ラ
シ
を
見
て
"
と
い
う
人
が
多

い
。
会
員
減
少
を
食
い
止
め
、
増
加
に
転
ず
る
き
っ

か
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
会
員
各
位
に
関
心
と

活
用
を
望
み
た
い
。

〔
0
7
6
1
・
将
棋
同
好
会
〕
千
葉
義
治

◇

只

響

8

8

糞

蓋

8

《
編
集
後
記
》

広
報
部
の
人
員
が
少
な
い
と
い
う
報
告
が
本
欄
で

も
あ
っ
た
が
、
令
和
6
年
は
幸
い
に
も
1
名
増
と
な
っ

た
。
て
い
け
ん
ニ
ュ
ー
ス
、
「
年
輪
」
　
の
編
集
及
び

印
刷
依
頼
は
小
野
が
行
い
、
校
正
は
清
水
、
石
井
、

寺
澤
各
氏
が
、
発
送
は
寺
澤
氏
が
担
当
す
る
。
そ
れ

以
外
に
、
宣
伝
チ
ラ
シ
作
成
及
び
広
報
部
の
会
計
は

清
水
氏
に
、
使
用
済
み
切
手
の
社
会
福
祉
協
議
会
へ

の
寄
託
及
び
ロ
ッ
カ
ー
等
の
申
し
込
み
は
石
井
氏
に

お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
最
新
化

は
、
従
来
か
ら
の
経
緯
で
荒
木
氏
に
お
願
い
し
て
い

る
。
皆
で
分
担
し
て
仕
事
を
こ
な
し
て
い
る
。

昨
年
ま
で
は
広
報
部
に
、
部
の
仕
事
に
大
変
詳
し

い
ベ
テ
ラ
ン
の
進
藤
氏
が
居
ら
れ
た
。
彼
は
お
お
と

り
会
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
同
好
会
両
方
の
本
部
役
員
と
し

て
も
活
躍
し
、
皆
に
感
謝
さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

そ
の
彼
が
家
庭
の
事
情
で
突
然
退
会
さ
れ
た
の
で
後

が
大
変
だ
っ
た
が
、
代
わ
り
の
本
部
役
員
の
選
出
、

広
報
部
の
仕
事
の
新
た
な
割
り
振
り
な
ど
も
決
ま

り
、
や
っ
と
落
ち
着
い
て
き
た
。
　
　
(
り
ゆ
う
)

●
本
紙
へ
の
投
稿
・
ご
意
見
は
広
報
部
長
へ

小
野
　
隆
範
　
0
9
0
(
2
5
3
4
)
2
9
5
9

●
会
員
の
異
動
の
ご
連
絡
は
事
務
局
長
へ

荒
木
　
貞
臣
　
0
8
0
(
5
0
2
2
)
7
5
6
8

●
て
い
け
ん
の
ホ
ー
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ペ
ー
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の
U
R
富
は
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シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
て
い
け
ん

(
発
　
行
)
　
会
　
長

(
編
　
集
)

●
会
費
の
送
金
先

郵
便
振
替
・
口
座
番
号

0
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け
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